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	応用
	抗原情報
	背景
	姉妹染色分体の適切な接着は、細胞分裂中の染色体の正しい分離の前提条件です。姉妹染色分体の接着には、コヒーシン多タンパク質複合体が必要です。この複合体は、2つの染色体構造維持（SMC）タンパク質、SMC3と、SMC1L2またはこの遺伝子によってコードされるタンパク質のいずれかから部分的に構成されています。コヒーシン複合体の大部分は有糸分裂前に染色体から解離しますが、動原体の複合体は残ります。そのため、コードされるタンパク質は機能的な動原体の重要な部分であると考えられています。さらに、このタンパク質はBRCA1と相互作用し、ATMによってリン酸化されることから、DNA修復においてこのタンパク質が役割を果たしている可能性があります。SMC遺伝子ファミリーに属するこの遺伝子は、X染色体の不活性化を免れる領域に位置しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	K562（1）、Jurkat（2）、およびA549（3）細胞溶解物に対するSMC1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	SMC1マウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	SMC1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SMC1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。

